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1.　平成18年3月期 連結業績予想数値の修正 

(1) 中間期 (平成17年4月1日～平成17年9月30日) (単位:百万円)

(2) 通期 (平成17年4月1日～平成18年3月31日) (単位:百万円)

(3) 連結業績予想の修正理由

前回予想5億60百万円を44.6％上回る8億円10百万円となる見込みであります。

7,583 1,066 586ご参考:
前中間期実績(平成16年9月期)

ご参考:
前期実績(平成17年3月期) 14,678 1,649 930

各 位

会 社 名 桂 川 電 機 株 式 会 社

平 成 17 年 11 月 11 日

代 表 者 名 取 締 役 社 長 渡 邉 正 

取締役経理部長

平成 17年 5月 17 日の決算発表時に公表いたしました平成 18年 3月期 (平成 17 年 4月 1日～

記

平成18年3月31日)の連結業績予想及び業績予想につきまして、下記のとおり修正いたしますので、

売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益

お知らせいたします。

電 話 03-3758-0182

問 合 せ 先

連結中間及び連結業績予想並びに個別中間及び個別業績予想の修正に関するお知らせ

平成18年3月期 (平成17年4月1日～平成18年3月31日)

松 本 茂 弘

前 回 発 表 予 想 (A)
（平成17年5月17日発表） 6,800 430 220

今 回 修 正 予 想 (B) 7,578 1,013 523

増 減 額 (B-A) 778 583 303

増 減 率 （ ％ ） 11.5 135.6 138.1

通期の連結売上高は、前回予想の140億円を1.4％減収で138億円となる見込みであります。

経常利益は、売上高の増加、経費等削減効果及び当初予想した対米ドル為替レートが円安に推移した

事により、前回予想の4億30百万円を135.6％と大幅に上回る10億13百万円となる見込みであります。

当中間期の連結売上高は、各国での熾烈な低価格競争等の中で、市場の要望に合わせた的確な販売活動

を展開してまいりました結果、前回予想の68億円を11.5％増収で75億78百万円となり、前中間とほぼ

中間純利益は、この経常利益の増益に伴い、前回予想2億20百万円を138.1％と大幅に上回る5億23百万円

と な る見込みであ り ま す 。

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 (A)
（平成17年5月17日発表） 14,000 940 560

今 回 修 正 予 想 (B) 13,800 1,550 810

250

増 減 率 （ ％ ） △ 1.4 64.9 44.6

増 減 額 (B-A) △ 200 610

経常利益は、前回予想の9億40百万円を64.9％上回る15億50百万円となる見込みであり、当期純利益は、

同額の業績となる見込みであります。



1.　平成18年3月期 業績予想数値の修正 

(1) 中間期 (平成17年4月1日～平成17年9月30日) (単位:百万円)

(2) 通期 (平成17年4月1日～平成18年3月31日) (単位:百万円)

(3) 業績予想の修正理由

を92.2％上回る2億11百万円となる見込みであります。

2億40百万円を79.2％上回る4億30百万円となる見込みであります。

※

通期の個別売上高は、前回予想の99億円を4.0％減収で95億円となる見込みであります。

以 上

あり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以上の予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

経常利益は、前回予想の4億円を85.0％上回る7億40百万円となる見込みであり、当期純利益は、前回予想

5,321 607 321ご参考:
前中間期実績(平成16年9月期)

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 (A)
（平成17年5月17日発表） 9,900 400 240

売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想 (A)
（平成17年5月17日発表） 4,800 190 110

338 211

増 減 額 (B-A) △ 107 148 101

今 回 修 正 予 想 (B) 4,692

増 減 率 （ ％ ） △ 2.2 78.2 92.2

今 回 修 正 予 想 (B) 9,500 740 430

増 減 額 (B-A) 190

4831,064

85.0 79.2

経常利益は、売上高は減少となりましたが、生産効率の向上に努めて原価削減等に注力した結果、前回予想

1億90百万円を78.2％上回る3億38百万円となる見込みであります。中間純利益は、前回予想の1億10百万円

を展開してまいりましたが、前回予想の48億円を2.2％減収の46億92百万円となる見込みであります。

増 減 率 （ ％ ） △ 4.0

当中間期の個別売上高は、競合他社との厳しい市場環境の中、コスト削減等で価格競争力を高め販売活動

ご参考:
前期実績(平成17年3月期) 10,404

△ 400 340


